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２７４ 松山大学論集 第１７巻 第２号
定方式については後述される。 ，は財，サービス市場の需給一致式である。
財に対する名目需要は両部門に雇用されている労働者の消費需要     （ は消費支出に占める財支出の比率であり，この比率は両
部門の労働者で等しいものとする）と両部門の投資需要    （，
は両部門の実質投資需要）の和である。サービスに対する名目需要は，労働者
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２７８ 松山大学論集 第１７巻 第２号
で割り， ，を考慮すれば，
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表１ 各パラメータの影響
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格が上昇するのか，低下するのかは財部門の労働生産性の に対する弾力性 と財部門の賃金費用   に対するサービス投入費用    の比率
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低下（ ※ ）
表３ 「企業におけるサービス化」の影響


























上昇（大） 上昇（大） 上昇（大）不変（上昇） 不変（低下）
低下（ ※ ） 上昇（ ※ ）
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  減少（大）   不 変  増加（小）
表４ 「消費のサービス化」と雇用
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表５ 「企業におけるサービス化」と雇用
２９６ 松山大学論集 第１７巻 第２号
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ただし，
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サービス価格と雇用の短期分析 ２９７
ここで
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２９８ 松山大学論集 第１７巻 第２号
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の変化がに及ぼす影響との変化がそれにもたらす効果は次の通りである。
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の変化が に及ぼす影響は次式の通りである。
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縮小（大）     上昇（小）不 変低下（大） 拡大（小）不 変縮小（大） 	  上昇（小） 拡大（小）
表 「消費のサービス化」と実質賃金率
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となる。ただし，後述するように，はが上昇してもサービス生産が不変に保たれるの水準である。したがって，の領域では 直線が 直線の下方に位置し，の領域では 直線が 直線の上方に位置する。また， をに関して偏微
分すると，
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となる。したがって，直線と 直線は横座標がの点で交わり，の値が大きくな
るにつれ，直線はその交点を中心に左回りに回転していくことになる。が より
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３０４ 松山大学論集 第１７巻 第２号
１５） の上昇が に与える影響と，それが体系の に与える影響との関係は次の通り
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３０６ 松山大学論集 第１７巻 第２号
］１７） の上昇がに及ぼす影響と体系におけるそれとの関係は次の通りである。なお，煩
雑になるので省略するが， 第１式の計算結果は以下に示す通り，正値をとる。                
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から	のとき となり， のときには次の通りとなる。
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また，	の変化が低下のに及ぼす影響への効果は次の通りである。
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１９） の上昇がに及ぼす影響は次式で与えられる。
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ただし，
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３０８ 松山大学論集 第１７巻 第２号
係は両部門の貨幣賃金率格差に依存し，以下の通りとなる。
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